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る
。 衆

議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す 
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三 

 
衆
議
院
議
員
鈴
木
一
君
提
出
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

通
商
産
業
省
は
昭
和
三
十
八
年
十
二
月
の
産
業
構
造
調
査
会
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会
報
告
、
昭
和
三
十
九
年
八

月
の
海
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
調
査
団
の
中
間
報
告
お
よ
び
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
の
産
業
構
造
審
議
会
総
合
エ
ネ

ル
ギ
ー
部
会
の
中
間
報
告
等
の
示
唆
に
基
づ
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
廉
か
つ
安
定
的
な
供
給
の
確
保
を
図
る
た

め
、
そ
の
大
宗
を
し
め
る
石
油
に
つ
き
、
当
面
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
施
策
を
講
ず
る
方
針
で
あ
る
。 

一 

民
族
系
中
小
規
模
石
油
企
業
の
抜
本
的
な
体
質
改
善
を
図
り
、
生
産
流
通
秩
序
の
維
持
回
復
と
合
理
化
を

行
な
う
た
め
、
こ
れ
ら
の
企
業
の
販
売
面
の
共
同
化
を
推
進
す
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
企
業

に
よ
り
設
立
さ
れ
る
石
油
共
同
販
売(

株)(

仮
称)
に
対
し
て
日
本
開
発
銀
行
か
ら
所
要
設
備
資
金
の
一
部
を
融

資
す
る
予
定
で
あ
る
。
（
昭
和
四
十
年
度
四
十
億
円
を
財
政
投
融
資
計
画
に
計
上
） 

二
、
三 

石
油
の
需
要
が
急
速
に
増
大
し
て
き
て
い
る
事
態
に
対
処
し
て
、
原
油
供
給
の
安
定
性
と
低
廉
性
を
確 



四 

天
然
ガ
ス
の
需
給
が
き
わ
め
て
ひ
つ
迫
し
て
い
る
現
状
を
早
急
に
打
開
す
る
た
め
、
天
然
ガ
ス
鉱
業
関
係
の

施
策
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
姿
勢
で
と
り
組
む
考
え
で
あ
り
、
昭
和
四
十
年
度
に
お
い
て
は
関
係
予
算
の
画
期 

昭
和
三
十
九
年
度
に
は
同
社
に
対
し
て
海
外
原
油
の
探
鉱
事
業
資
金
と
し
て
二
億
円
の
政
府
出
資
を
行
な
つ

て
お
り
、
昭
和
四
十
年
度
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
七
億
円
の
政
府
出
資
を
予
定
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
よ
り
、
同
社
と
し
て
は
昭
和
四
十
年
度
に
は
海
外
に
お
い
て
約
十
二
億
五
千
万
円
の
事
業
規
模
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

保
す
る
た
め
、
海
外
に
お
け
る
原
油
の
探
鉱
開
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て
ゆ
く
考
え
で
あ
る
。 

な
お
、
同
社
の
海
外
事
業
の
増
大
等
の
事
態
に
か
ん
が
み
、
同
社
の
業
務
の
円
滑
か
つ
適
正
な
遂
行
を
図
る

た
め
、
石
油
資
源
開
発
株
式
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
を
今
国
会
に
提
出
中
で
あ
る
。 

こ
の
た
め
、
石
油
資
源
開
発
（
株
）
に
対
す
る
海
外
探
鉱
事
業
の
た
め
の
資
金
の
投
入
を
一
層
拡
充
し
て
ゆ
く

こ
と
と
し
た
い
。 

四 

 



 

五 

的
な
増
額
を
図
る
こ
と
と
し
た
。 

す
な
わ
ち
、
天
然
ガ
ス
探
鉱
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
九
年
度
の
一
億
円
に
対
し
、
昭
和
四
十
年
度

に
は
そ
の
四
倍
に
当
る
四
億
円
を
計
上
し
、
と
く
に
投
資
額
も
か
さ
み
危
険
率
の
高
い
深
層
の
探
鉱
を
重
点
的

に
助
成
し
て
新
し
い
集
ガ
ス
構
造
の
発
見
を
強
力
に
促
進
す
る
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、
民
間
企
業
が
行
な
い
に

く
い
基
礎
的
な
探
鉱
に
つ
い
て
も
、
従
来
か
ら
国
が
行
な
つ
て
い
る
天
然
ガ
ス
埋
蔵
量
の
基
礎
調
査
事
業
を
一

層
拡
充
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
経
費
と
し
て
、
昭
和
四
十
年
度
予
算
で
は
二
億
八
千
五
百
万
円
を

計
上
し
て
い
る
。 

五 

す
で
に
具
体
化
し
た
施
策
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
今
後
さ
ら
に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
観
点
か
ら
、

石
油
政
策
の
検
討
を
も
進
め
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
来
年
度
以
降
通
商
産
業
省
に
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
総
合
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
設
置
法
案
を
今
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




